


令和元年度 御前崎市財政健全化審査意見書 

１  審査の対象

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率並びにその算定

の基礎となる事項を記載した書類 

２  審査の期間

令和 2年 7月 28 日から令和 2年 8月 7日まで 

３  審査の概要

この財政健全化審査は、市長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる

事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施しました。 

４  審査の結果

審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、

いずれも適正に作成されているものと認めます。 

記 

                                                    単位：（％） 

 健全化判断比率 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 早期健全化基準 

① 実質赤字比率 ― ― ― 13.57 

② 連結実質赤字比率 ― ― ― 18.57 

③ 実質公債費比率 -0.3 -0.3   0.0 25.0 

④ 将来負担比率 ― ― ― 350.0 

５  意見

令和元年度の決算数値に基づき算定された健全化判断比率は、全ての指標において早

期健全化基準を大幅に下回る結果になりました。 

近年、市債の発行額が多くなっています。税収も減少傾向にありますので、実質公債比率

は悪化の方向に向かっていくと考えられます。 

今後は税収が劇的に増える要因はなく、予算編成においても厳しくなると予測されますの

で、この結果に安心することなく、財政面に大きな影響を及ぼす大規模事業に備え、長期

的な収支バランスに留意し、健全な行財政運営と効率的な事務事業の推進に努めるようお

願いします。 





令和元年度 御前崎市経営健全化審査意見書 

１  審査の対象

資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類 

・ 水道事業会計 

・ 下水道事業会計 

・ 病院事業会計 

・ 工業団地建設事業特別会計 

２  審査の期間

令和 2年 7月 28 日から令和 2年 8月 7日まで 

３  審査の概要

この経営健全化審査は、市長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎となる事

項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施しました。 

４  審査の結果

審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、

いずれも適正に作成されているものと認めます。 

記 

 単位：（％） 

会 計 名 比 率 名 
平成 
29 年度 

平成 
30 年度 

令和 
元年度 

経営健全化基準

① 水道事業会計 資金不足比率 ― ― ― 20.0 

② 下水道事業会計 資金不足比率 ― ― ― 20.0 

③ 病院事業会計 資金不足比率 ― ― ― 20.0 

④ 
工業団地建設事業特
別会計 

資金不足比率 ― ― ― 20.0 

５  意見

各会計について、令和元年度の決算数値に基づき資金不足比率を算定したところ、比率

は算定されない結果となりました。 

資金不足比率は、資金の不足額が事業の規模に対してどの程度の割合になるかを示す

指数として用いられます。今年度について 4 会計とも黒字でしたので、経営健全化基準に

達しないという結果となりました。ただし、水道事業会計、下水道事業会計、病院事業会計

の 3 会計は一般会計からの補填により黒字となっている状況ですので、一般会計に依存し

ない財政体質の改善による健全経営に一層の努力をお願いします。 


